
顧客 ：

NOB Cross Media Facilities

市場セグメン ト ：

メディア

ソ リューシ ョ ン ：

NOB Cross Media Facilities はすべてのテレビ番組のデジタル

アーカイブを計画していたため、 このことを可能にする新し

いスト レージ環境を必要としていた。

テク ノロジー ：

Cisco MDS 9509 マルチレイヤ ディレクタ

NOB が実現した

　 　 　 新しい

　 　 　 　 スト レージ環境

これからは、NOB Cross Media Facilities
のテレビ番組はビデオ テープにではな

くデジタルと してアーカイブされます。

この目的のために、シスコのコア スイッ

チをバ ッ クボーン と する新し いス ト

レージ環境が構築されました。目標は効

率向上、 コス ト削減、そして使いやすさ

です。

ビデオ テープから

　デジタル ストレージへ



ビデオ テープから
デジタル ストレージへ

はじめに
NOB Cross Media Facilities は、オランダ

国内の公共 ・商業放送局に多様なサービ

スを提供しています。 主な任務は、 テレ

ビ番組制作と放送のプロセスを容易にす

ることと、 新しいマルチメディア サービ

スの開発です。NOB は公共放送局各社お

よびオランダ映像音響セン ターと共に

「デジタル プラ ッ ト フォーム」 に参加し

ており、 ワーキング プロセスの完全な統

合という目標を掲げています。「デジタル

プロビジ ョ ン」 プロジェ ク トは、 この方

向への第一歩であり、 その主な活動は制

作と放送のプロセスおよび関連するアー

カイブ プロセスのデジタル化です。
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課題
効率の向上、 コスト削減、 およびサービ

ス多様化を目指し て、 NOB はビデオ

テープからデジタル フ ァ イルへの切り

替えを決断しました。ビデオ テープを使

う作業には時間がかかり、 コス ト も比較

的高く、 最終的な画質は劣化します。 デ

ジタル フ ァ イルを使用すればこのよ う

な欠点が解消されるだけでな く、 これま

でにない作業方法も可能になります。 こ

のデジタル作業への切り替えを容易に

するために、 NOB はスト レージ エリア

ネッ トワーク （SAN） ソ リューシ ョ ンを

必要と していました。 ただし、 そのソ

リ ューシ ョ ンが通常の業務に悪影響を

及ぼすものであってはなりません。

ソ リューシ ョ ン
NOB が実装したス ト レージ ソ リ ュー

シ ョ ンのハー ド ウ ェ アの中心は、 HP
StorageWorks Enterprise Virtual Array

（EVA） 5000 ディスク  スト レージ シス

テム 4 台と  Sony PetaSite Consolidated
Storage Management （CSM） テープ ラ
イブラ リ  1 台です。 EVA システムの総

容量は 70 Tb、テープ ライブラリの容量

は 500 Gb のテープ約 3,000 本分です。

この構成のバッ クボーンとなっている

高ト ラフ ィ ッ ク  ファイバ チャネル（FC）

ネッ トワークは、シスコ  マルチプロ ト コ

ル MDS 9509 コア スイッチ 2 台 （1 台
あたり  80 ポート） を中心として構築さ

れています。 

結果 
現在では、 NOB のスト レージ/コンテン

ツ管理環境はほぼ完全デジタル化され

ています。 ビデオ テープからデジタル

ファイルへと移行したことで、多数の処

理を自動的に実行できるよ うになりま

した。 その結果、 時間が節約され、 柔軟

性が高まり、 コス トが削減されます。 繰

り返し使用が原因の画質劣化は、過去の

ものとなりました。 さらに、 使いやすさ

も大幅に向上しました。 ユーザは、 いつ

でも、 どこからでも、 オンラインでファ

イルを検索して閲覧するこ とができま

す。 シスコのスイ ッチによって、 ス ト

レージ環境のアベイラビ リテ ィは最善

の状態に維持されています。

技術仕様
･ Cisco MDS 9509 マルチレイヤ ディレクタ （2 台）

利点
･ 堅牢なアーキテクチャ

･ 最善のアベイラビリテ ィ

･ サポート される FC ポートはシャーシあたり最大 256 個、ラックあたり最

大 768 個
･ 総所有コスト （TCO） の低下

･ マルチプロ ト コル/マルチト ランスポート統合

･ インテリジェン ト  ネッ トワーク  サービス

･ 仮想 SAN （VSAN） テク ノロジー

･ スト レージ アプリケーシ ョ ンのためのオープンなプラッ ト フォーム

･ 多様なセキュリテ ィ機能

･ 高度な診断機能

･ 中央集中型のストレージ管理

･ ハイパフォーマンス スイッチ間リンク （ISL） をサポート

･ 柔軟性と投資保護
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余裕を持った

スト レージ容量

NOB Cross Media Facilities
が扱うビデオ テープの数は膨

大です。 そのため、 非常に大

きなス ト レージ容量が必要で

す。新しいスト レージ環境は、

そのよ うな大きさの容量を持

つだけでな く、 将来の成長に

も対応できるよ うになってい

ます。 ゆえに、 将来に向けて

NOB には何の不安もあり ま

せん。 
ビデオ コンテンツを保管してアクセス

できるようにするには、 コスト も時間も

かかります。 NOB のように扱う量が膨

大であれば、 なおさらです。 最近まで、

NOB のテレビ番組の制作、 保管、 およ

び配信には主にビデオ テープが使用さ

れていました。 しかし、 市場はファシリ

テ ィ  サービス プロバイダーに効率向上

とコス ト削減を迫っています。 「このよ

うな市場の要求を満足させるために、従

来のビデオ テープの使用を減ら して、

（ほぼ）100% がデジタルである先進的な

フ ァ イル ベースのス ト レージ環境を、

『デジタル プロビジ ョ ン』 の枠組みの中

で作ることに決めました。 その結果、 コ

ストが削減され、アーカイブ量の突然の

増加にも対処できるようになり、作業方

法は以前より もユーザ フレン ド リーに

なりました。 さらに、 クライアン トへの

新しいマルチメディ ア オプシ ョ ンも提

供できるようになりました」 と、NOB の
AV エキスパタイズ センター シニア コ
ンサルタン ト  Marcel Opsteegh 氏は述

べています。

「私た ち が必要 と す る ス ト

レージ容量はきわめて大きな

ものです」

「新しいス ト レージ環境は、 拡張が容易

である だけでな く、 非常に大き なボ

リ ュームへの拡大も可能でなければな

らない」 。 要件記述書にはこ う記されて

いま し た。 「私たちが必要とするス ト

レージ容量はきわめて大きなものです。

その量は増える一方ですが、一番の原因

は NOB の持つアーカイブという機能で

す。また、ス ト レージ ソリューシ ョ ンの

管理が容易であることも必要でした。ス

ト レージを使った経験はありますが、 こ

のよ う なスコープを持つス ト レージは

未経験です。 したがって、 私たちにはや

らなければならないこ とが多数ありま

した。 ネッ トワークのキャパシテ ィ も、

きわめて重要なポイン トでした。 1 時間

のビデオでも、必要なスト レージ領域は

軽く  30 GB に達します。 これだけ多く

の情報を送信するには、かなりの帯域幅

が必要です。 したがって、 私たちはビデ

オ フ ァイル 1 つの転送速度の最小要件

を 300 Mbps と しました。 これより遅く

ては、改善の効果が帳消しになってしま

います」

「1 時間のビデオでも、 必要な

スト レージ領域は軽く  30 GB
に達します」

堅牢性
NOB は、Sony をリーダーとする共同事

業体に、ディスクとテープ スト レージの

組み合わせから成る新しいス ト レージ

環境の構築を委任しました。プロセスを

左右する SAN インフラス ト ラクチャに

は HP の製品が使用されています。 ファ

イル システムのための StorageWorks
EVA 5000 が 4 台と、 コンテンツ管理の

ための ProLiant サーバ 40 台です。Sony
製の PetaSite CSM テープ ライブラ リ

は、 インテ リ ジ ェ ン ト  SAIT テク ノ ロ

ジーをベースとしています。バックボー

ンと して選ばれたのが、 シスコの MDS
9509 コア スイ ッチ 2 台を中心とする

フ ァ イバ チャネル ネッ トワークです。

ス ト レージ プログラムは主に、 Front
Porch Digital の DIVArchive システムお

よび ADIC の StorNext SAN ファイル シ
ステムが使用されます。

「私たちがシスコのコア スイッチを選ん

だのは、 シス コの IP ネ ッ ト ワーク を

使っていて非常に満足していたからで

す」 と  Opsteegh 氏は説明します。 「こ

のスイ ッチの堅牢なアーキテクチャ も

魅力でした。私たちがかなり前から使っ

て満足している Cisco Catalyst スイッチ

との相性も完璧です。管理ツールも似て

いました。 ですから、 すでにある程度は

ツールの使い方を知っていました。 さら

に、 さまざまなタイプのブレードおよび

FC over IP や iSCSI などがサポート され

ているこ と も重要でした。 このよ う な

ツールをすぐに使用するというわけで

はありませんが、 いつでも選べるので

す。 それが重要なことなのです。 自動ソ

フ トウェア アップグレードによる機能

拡張の可能性についても同じ こ とが言

えます」

「決してこれで終わり とい う

ことはありません」

「コアがあらゆるものを一つ

にまとめています」

成果
ス ト レージ環境の実装はい く つかの段

階に分けて行われました。 「機器の展開

はゆっ く り と、 しかし着実に進んでいき

ました。最初は、 Cisco MDS スイッチ 2
台に HP EVA システム 1 台と  Sony
PetaSite テープ ライブラ リ  1 台を組み

合わせた SAN ファブリ ッ クです。 それ

から、その構成を徐々に拡張していきま

した。基本的なインフラスト ラクチャは

すでに準備できていますが、 もちろん、

決してこれで終わり という こ とはあり

ません。 何しろ、 毎日テレビ番組を放送

しており、アーカイブは増え続けるので

すから。 つまり、 定期的に拡張しなけれ
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ばならないのです。大規模な拡張は四半

期または半年に 1 回に制限します。さも

ないと、絶えず変更を加えることになり

ますから。 念のために言ってお く と、 拡

張は比較的簡単です。 これも、 このアー

キ テ ク チ ャ の魅力の一つ で す」 と、

Optsteegh 氏は述べています。

ただし、 管理が比較的簡単とは言って

も、複雑な環境であることに変わりはな

いと同氏は強調します。

「巨大なボリ ュームを扱う

と きの難し さは、 平均的な

お客様への対応の難し さ とは異なるも

のです。 今で も、 た と えば容量 と パ

フォーマンスの問題は発生しています

が、頻度は減ってきています。これらは、

どのシステムでもスター ト時に見られ

る問題です」。 Opsteegh 氏は、新しい構

成がこの先何年にもわたって NOB の
ニーズを満たすものであると確信して

います。 「ただし、 スイ ッチはすでに限

界に近づいています。当時、コア エッジ

アーキテクチャではな く コア アーキテ

クチャを選択したのは、ポート密度が高

かったからです。それで何年間ももつと

思いましたが、そうではありませんでし

た。 そのような理由があるので、 近いう

ちに別のフ ァブリ ッ ク  アーキテクチャ

へと変更するでし ょ う。 おそら く、 コス

トの低いコア エッジのアーキテクチャ

です。 この点に関しては誤りを犯したと

言えるでし ょ う」

基盤
Opsteegh 氏は、 新しいス ト レージ環境

が NOB とそのク ラ イアン ト の双方に

と っての多数のメ リ ッ ト を持つこ とに

満足しています。 「フ ァ イルを使用して

作業するので、常時テープをやり取りす

る必要がな く なります。 コピーを作って

宅配業者に委託するという作業には、時

間とコス トの両方がかかっていました。

今では、自分の席でアーカイブを閲覧で

きますフ ァ イルにオンラインでアクセ

スできるので、 コンテンツ検索が大幅に

スピードアップする一方で、たとえばイ

ンターネッ ト経由での提供といった可

能性が広がります。アーカイブ システム

は、低解像度から高解像度までい くつか

のレイヤに分割されているので、アクセ

ス回数とス ト レージ容量が増えていっ

ても、アクセスのしやすさは変わりませ

ん。 シスコの機器のおかげで、 可用性に

ついての苦情は受けずに済ん

でいます」

「SAN フ ァブ リ ッ クは完璧に

動作しています。これまで、深

刻な問題が発生したことはありません。

期待したとおり、SAN ファブリ ックがコ

アとなっています。あらゆるものを一つ

にまとめる基盤となっています。 もしダ

ウンすれば、全体がばらばらになってし

まいます。 しかし幸いなこ とに、 SAN
フ ァブ リ ッ クの信頼性はきわめて高い

のです」

「コピーを作成して宅配便業者に依頼するのは、

　 　 　 　 　 　時間もコス ト もかかることでした」
「常時テープをやり取り

する必要はありません」
Marcel Opsteegh
シニア コンサルタン ト

AV Expertise Centre for NOB 
Cross Media Facilities
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